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九

恰

錬

数

練

九

四

四

第
八
條
本
校
各
科
二
女
子
ヲ
入
學
七
、
ソ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

⑦

規
則
改
正
案
中
の
女
生
徒
募
集
案

左
記
の
規
程
改
正
に
伴
い
東
京
美
術
学
校
規
則
の
改
正
も
行
わ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
改
正
規
則
は
現
存
せ
ず
、
改
正
案
（
印
刷
物
）
の
み
が
残
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
改
正
規
程
の
趣
旨
と
同
様
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
お
よ
び

研
究
科
の
学
科
課
程
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
以
外
は
従
来
の
規
則
と
大
差
が

な
い
。
た
だ
し
、
注
目
す
べ
ぎ
は
、
次
の
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

（『官報』昭和十九年六月六日）
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生

徒

女
子
ノ
入
學
ヲ
許
可
ス
ヘ
キ
者
ハ
品
行
方
正
、
身
憫
健
全
ナ
ル
者
ニ
シ
テ

前
條
規
定
〔
中
学
校
一一一
年
修
了
程
度
の
学
力
を
要
す
る
こ
と
〕
卜
同
等
以

上
ノ
資
格
ヲ
具
へ
且
ッ
入
學
試
瞼
二
合
格
、
ン
タ
ル
者
ト
ス

女
生
徒
の
入
学
は
昭
和
二
十
一
年
に
実
現
す
る
が
、
学
校
当
局
は
戦
争
た
け

な
わ
の
十
九
年
か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
確
認

で
き
る
。

⑧

昭
和
十
九
年
夏
の
勤
労
動
員

第
一
班
宇
都
宮
陸
軍
飛
行
学
校
（
十
五
日
間）

引
率
者
教
授
松
垣
霰
雄
、
助
教
授
入
谷
昇

生

徒

小
泉
淳
作
等
二
十
二
名

第
二
班
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
（
十
二
日
間）

引

率

者

講

師

小
池
岩
太
郎
、
同
羽
石
光
志

生

徒

青

山
峯―
―一
等
二
十

一
名

第
三
班
下
志
津
飛
行
学
校
（
十
五
日
間
）

引
率
者
助
教
授
羽
野
禎
三
、
同
磯
矢
陽

生

徒

宮

下

敏

英

等

二

十

名

第
四
班
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
（
八
日
間
）

引
率

者

教

授

内
藤
春
治
、
助
教
授
金
沢
庸
治

生

徒

佐

々

木

磐

等

二

十
四
名

第
五
班

仙
台
陸
軍
飛
行
学
校

（十
四
日
間）

引
率
者
助
教
授
西
田
正
秋

鬼
頭
嘩
等
十
八
名

工芸科3年生主催出陣学徒展
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（中林敏夫氏提供）
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